
理化学研究所
多細胞システム形成研究センター
（神戸市中央区 ポートアイランド）
神戸新交通ポートライナー線
「医療センター」駅下車、徒歩4分

2017年4月8日（土）日　時

場　所

・レクチャー
「蛋白グラデーションが形づくる組織パターン」
　講師：猪股  秀彦（CDB：体軸動態研究チーム）
「生物はどのように異常事態に対応するのか」
　講師：Sa Kan Yoo（Yoo生理遺伝学研究室）
・連携大学院制度とは？
・現役院生が語る理研での研究生活
・研究室紹介
 （連携教員や大学院生と直接話せます！）
・懇親会（無料）

12時50分～18時30分

プログラム

連携大学院 （平成29年1月現在）

大学院進学希望者

▼プログラムの詳細、参加申し込みはこちら！
http://www.cdb.riken.jp/daigakuin/2017

準備の都合上、2017年4月2日（日）までに上記ホームページより
事前登録をお願いいたします（当日参加も歓迎）｡

参加資格・申込方法

お問合せ
理化学研究所・多細胞システム形成研究センター
連携大学院説明会事務局
Tel: 078-306-3228　Fax:078-306-3039
E-mail : daigakuin2017@cdb.riken.jp

理研
神戸キャンパス
発生・再生科学
連携大学院
説明会

■ 優れた研究者による直接指導
■ 最先端の研究設備
■ 国際色豊かな環境
■ 理研独自の支援制度
■ 活発な研究交流

理研の研究・教育環境

理研神戸キャンパスでは
関西地区の大学院（連携大学院）を通して
積極的に大学院生を受け入れています。
連携大学院（修士課程、博士課程）説明会を
開催しますので大学院進学を考えている方は
是非ご参加下さい！

大阪大学大学院　生命機能研究科・理学研究科・医学系研究科
関西学院大学大学院　理工学研究科
京都大学大学院　生命科学研究科・医学研究科（博士後期課程）
神戸大学大学院　理学研究科・医学研究科（博士後期課程）
                        システム情報学研究科
奈良先端科学技術大学院大学　バイオサイエンス研究科 
兵庫県立大学大学院　生命理学研究科
広島大学大学院　理学研究科
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理研 神戸キャンパス  

発生・再生科学 連携大学院説明会 2017 
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モモルフォゲンを介した細胞間コミュニケーションの理解と制御 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Scaling of dorsal-ventral patterning by embryo size-dependent degradation of Spemann’s organizer signals. 

Cell. 153, 1296-1311 (2013)  





 
Sakakibara et al. “Bivalent 
separation into univalents precedes age-related 
meiosis I errors in oocytes.” 
Nature Communications 6:7550 (2015)  

Yoshida et al. “Inherent instability of correct 
kinetochore-microtubule attachments during 
meiosis I in oocytes.”  
Developmental Cell 33(5), 589–602 (2015)  

Solc, Kitajima ( ) et al. “Multiple 
requirements of PLK1 during mouse oocyte 
maturation.” 
PLoS ONE 10, e0116783 (2015).  
Kitajima et al. “Complete kinetochore tracking 
reveals error-prone homologous chromosome 
biorientation in mammalian oocytes.”  
Cell 146, 568-581 (2011).  

Laboratory for Chromosome Segregation 

 
 

 



Kuraku et al., 2009. Mol. Biol. Evol. 26: 47-59.

Smith, Kuraku, et al., 2013. Nature Genetics. 45: 415-421.

Amemiya, et al., 2013. Nature 496: 311-316.

Feiner et al., 2014. Genome Biol. Evol. 19: 1635-1651, etc.

Hara et al., 2015. BMC Genomics 16: 977.

Tatsumi et al., 2015. Biotechniques 58: 253-257.





フィジカルバイオロジー研究チーム

Laboratory for Physical Biology

柴田達夫 
理化学研究所 生命システム研究センター
フィジカルバイオロジー研究チーム
大阪大学大学院生命機能研究科
広島大学大学院理学研究科

078-306-3264/D棟2階
tatsuo.shibata@riken.jp 

チームリーダー 柴田達夫 

秩序形成原理の解明
細胞システム  多細胞システム
極性形成   軸形成 
細胞運動   集団運動
生物物理学   数理生物学   
数理科学

理論 実験

細胞はどうやって正しい道を見つけるのか？
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RRIKEN Center & Lab
RIKEN CDB / Laboratory for Human Organogenesis  

PI’s name  Minoru Takasato, PhD  
RIKEN-joint graduate school

Affiliated to Kyoto Univ. Graduate School of 
Biostudies  

Contact to minoru.takasato@riken.jp 
Location A 3 3th floor, bldg. A  

 
Lab introduction  

iPS
3

iPS
 

Utilizing our unique technology that generates kidney organoids from human 
pluripotent stem cells, we are focusing particularly on uncovering the developmental 
mechanisms of human mesoderm and the kidney. By precisely recapitulating the 
developmental processes of human kidney in the directed differentiation of human 
pluripotent stem cells, we are also aiming for the ultimate goal of generating a three-
dimensional kidney that is functional and can be transplanted into patients. 



078-306-3447, t-tsuji@cdb.riken.jp) C 6

We aim to create a better future through life science research.

1
Nakao K. et al., Nature Methods
4, 227-230, 2007.
2. 
Ikeda E. et al., Proc. Natl. Acad. 
Sci. USA. 106, 13475-13480, 2009.
3. 

Toyoshima K. et al., Nature 
Communications 3, 784, 2012.
4. 
Ogawa M. et al., Nature 
Communications 4, 2498, 2013.
Hirayama M. et al., Nature 
Communications 4, 2497, 2013.
5. iPS
Takagi R. et al., Science Advances 
2(4):e1500887, 2016.
6. iPS



  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・研究室名：形態形成シグナル研究グループ 
・リーダー名：林 茂生 
・所属大学院名：神戸大学理学研究科 生物学 
・連絡先：078-306-3185, shayashi@cdb.riken.jp 
・研究室場所： A 棟 5 階 N-501 
 
研究室の紹介 
 多細胞組織では細胞がそれぞれの役割をふまえて分化状態と役割
を分担して適切な配置をとることで高度なパターンと生命機能を発揮する事を可能にします。私
たちは生命科学に残された最後のフロンティアの一つである形態形成の謎に取り組むためにキ
イロショウジョウバエの洗練された分子遺伝学的手法とバイオイメージング技術を活用して細
胞の挙動と機能を司る原理と分子機構を追求しています。 
研究テーマ: 上皮形態形成における力の発生とその応答 
 多細胞組織の多くは上皮細胞のシートが様々に変形することで作られます。上皮を曲げたり、
伸ばしたり、管にしたりというプロセスにおける細胞の振る舞いを知ることがテーマです。様々
に運動する上皮細胞は組織のひずみを生み、細胞はその力を利用したり、解消したりする事で大
規模な形態形成運動を起こします。私たちは呼吸器系の発生をモデル系にして上皮組織形成のし
くみを研究しています。また上皮から生まれる感覚器をモデルにして単一細胞のレベルでの形態
形成のしくみを研究しています。 
指導方針 
1． 遺伝学、バイオイメージング、画像解析技術の取得 
2． 論理的な考え方と批判力の訓練 
3． 自立性と国際性の醸成 
参考論文 
Kondo T and Hayashi S., (2013) Mitotic cell rounding accelerates epithelial invagination. Nature 

494, 125‒129.  

Dong B., Hannezo E., Hayashi S. (2014) Balance between Apical Membrane Growth and Luminal 

Matrix Resistance Determines Epithelial Tubule Shape. Cell Reports 7:4, 941-950.  

Kato K., et al., (2016) Microtubule-dependent balanced cell contraction and luminal-matrix 

modification accelerate epithelial tube fusion. Nature Communications in press 

 





 
 

 
TEL 078-306-3147 
Email yoshihiro.morishita@riken.jp 
 

 

 

 
 

 



Give yourself a different research 
experience — join us !

Team Leader: Yu-Chiun Wang, PhD 
ycwang@cdb.riken.jp

Our lab uses Drosophila gastrulation as a model system to investigate the mechanisms underlying 
epithelial folding.

We are at RIKEN CDB on the 5th floor, building A.

Join us by applying to the Graduate School of Frontier of Biosciences at Osaka University! 

Our ongoing projects include:

1. A novel mode of cell shape change controlled by a polarity-coupled microtubule network
for the initiation of epithelial folding. 

2. Linking transcription and spatial patterning to a transitory epithelial folding process.
3. Theoretical modelling of the mechanics of epithelial folding. 
4. Manipulation and measurements of force transmission during epithelial folding. 

Seven reasons you should consider joining our lab:

1. We study fundamental processes of epithelial morphogenesis that contribute to the 
diverse shapes of living organisms.

2. We use modern, multi-scale, interdisciplinary approaches. Join us to learn how to 
approach a question from many different angles! 

3. We value freedom, creativity and passion for discovery. 

4. We like new imaging technologies to visualise molecules, cells, tissues and even 
mechanical forces!

5. We provide an all-English training environment according to the international standards. 
(But don’t worry, we also speaker Japanese!)

6. Our staff come from all over the world and are trained with such diverse backgrounds
ranging from genetics, molecular biology, mechanical engineering, evolution and more!

7. Drosophila is the cutest model organism in the world! 



細胞外環境研究チーム（藤原研）
Laboratory for Tissue Microenvironment 

細胞は周囲の環境から様々な影響を受け、ま
た影響を与えています。当研究室では、哺乳
類の皮膚の発生・再生過程に着目し、細胞外
環境が細胞ごとに最適化されるしくみと、最
適化された細胞外環境が細胞の運命や挙動、
ひいては器官形成を制御する仕組みを理解す
ることを目指しています。
興味のある方はいつでも研究室見学にお越しください。

チームリーダー：藤原 裕展 Hironobu Fujiwara, Ph.D.
理化学研究所 多細胞システム形成研究センター (CDB) 細胞外環境研究チーム

2003年：大阪大学大学院理学研究科卒業（理学博士）
2003-2007年：JST ERATOプロジェクト（愛知）研究員
2007-2012年：Cancer Research UK Cambridge（英国）研究員
2012年10月より現職
hfujiwara@cdb.riken.jp
Tel: 078-306-3171
研究室メンバー：研究員２名、テクニカルスタッフ２名、大学院生2名、客員研究員（企業から）２名

マウス皮膚毛包の3次元イメージ

これまで細胞外マトリックスは、組織の間をうめる「単なる糊」と考えられが
ちでしたが、我々を含む近年の研究により、細胞ごとに最適化された細胞外マ
トリックスが使われることが明らかとなってきました。本テーマでは、細胞外
マトリックスの分子多様性に着目し、細胞が300種類もの細胞外マトリックス
分子を使い分けて、複雑な器官を構築する原理に迫ります。我々は最近、毛包
の幹細胞が、ネフロネクチンと呼ばれる細胞外マトリックス分子を分泌するこ
とで、鳥肌形成に必須の立毛筋の発生と毛包への接続を制御することを見出し
ました。本研究をとおして、器官という細胞社会に秩序をもたらす基本原理の
理解を目指します。
発表論文： Fujiwara et al., Cell 2011など

研究テーマ１：
細胞外マトリックスがヘテロな細胞を連結して器官を構築する機構

研究テーマ２：細胞外環境による幹細胞の誘導・維持機構

皮膚には様々な組織幹細胞が存在しますが、その発生
起源や誘導・維持機構については不明な点が多く残さ
れています。本テーマでは、皮膚の幹細胞の誘導と維
持を制御する細胞外環境について研究しています。特
に近年は、毛包の4D全細胞イメージングと単一細胞ト
ランスクリプトームを組合せ、毛包幹細胞がどこから
どのような環境を経て誘導されるのかを理解しようと
しています。本研究で得られる知見は、幹細胞を用い
た医療や創薬に役立つことが期待されます。
発表論文：Donati et al., PNAS 2014など

4D全細胞イメージング 1細胞トランスクリプトーム

毛包と立毛筋をつなぐ
細胞外マトリックス



生体ゲノム工学研究チーム/ Genetic Engineering Team, RIKEN CLST 
古田 泰秀（チームリーダー）/ Yasuhide Furuta, Ph.D. (Team Leader) 

 
連携大学院： 関西学院大学 理工学研究科 
 神戸大学 医学研究科 
連絡先： 078-306-0106 / frty@cdb.rike.jp 
研究室場所： CDB C 棟 3階 N305 

 
  当研究室は、昨今のライフサイエンス分野で欠かせない研究材料と
なっている遺伝子改変マウスの作製を主なテーマとして開発研究を
進めており、特に先端の遺伝子組換えマウス作製・解析技術、および
遺伝学・発生生物学に幅広く有用な変異マウス系統の開発を行ってい
ます。近年特に力を入れてきた分野としては、種々の蛍光タンパク質
を発現するマウス系統を数多く開発し、これらを使って生きたままの

胎児や臓器の中での個々の細胞、細胞小器官、さらに
は分子の動態を顕微鏡下で観察することにより（ライ
ヴイメージング）、生命現象を細胞や分子レベルで理
解することを目指しています [genesis 49:570-8 
(2011); Development 140:237-246 (2013)]。 
  またより最近のプロジェクトの中では、近年急速に
開発の進んでいるゲノム編集技術を用いた遺伝子改
変マウス作製の高速化を図っています [genesis 
54:65-77 (2016)]。特にガンをはじめとする様々な
ヒト疾患が複数の遺伝的要因により影響されている
ことが明らかになり、それらの病態モデルとなる多重
遺伝子疾患マウスの作製技術の開発も行っています 
[Immunopharm Immunotox 23:1-13 (2016)]。そ
のような技術を用いて、生後の脳の神経幹細胞の動態
に焦点を当て、神経幹細胞が正常個体において生涯新
しい神経細胞を産生し続けるメカニズム、またその制御の異常が脳腫瘍や加齢に伴う脳機能
低下、脳の萎縮といった病態にどのように繋がっていくのかを、神経幹細胞やその子孫細胞
を生体内で標識したり特定遺伝子の機能を変化させたりできる遺伝子改変マウスを作製・解
析することにより理解することを試みています。 

 当研究室では、このような先端的マウス遺伝学技術と施設を駆使
した研究プロジェクトに参画することにより、学内ではなかなか経
験できない遺伝子改変マウス作製過程に直に触れることができるだ
けでなく、その解析に必要となる分子生物学をはじめ、発生生物学、
細胞生物学などに関連する幅広い技術、知識を体得することができ
ます。 

 
 
 

http://www.clst.riken.jp/ja/science/labs/bdi/biosys/gen/ 



Laboratory for Vascular Morphogenesis
血管形成研究チーム

リーダ－名　： Li-Kun Phng
連絡先 : 078-306-3195, likun.phng@riken.jp 
研究室場所 : C棟 2階 N-202

About the Team Leader

2002       BSc in Pharmacology, University of Bristol, UK
2004      MSc by Research in Life Sciences, University of 
      Edinburgh, UK
2009       PhD, Cancer Research UK London Research Institute, 
                     UK/ University College London, UK
2009-2011   Post-doctoral fellow, EMBL, Heidelberg, Germany
2011-2014   Post-doctoral fellow, VIB/KU Leuven, Belgium
2014-2016   Post-doctoral fellow, NCVC, Osaka, Japan
2016       Team Leader, RIKEN CDB, Kobe, Japan

Selected Publications

1. Gebala V, ..., Phng LK* and Gerhardt H*.  
    Nature Cell Biology (2016). 
    *equal contribution
2. Phng et al. Developmental Cell (2015)
3. Phng et al. Development (2013)
4. Phng et al. Developmental Cell (2009)
5. Hellström, Phng et al., Nature (2007)

Research Background

The establishment of an intricate network of interconnected blood vessels 
carrying oxygen and nutrients is essential for the development of many 
tissues and organs. Tissue vascularization frequently occurs through sprouting 
angiogenesis, where new blood vessels grow from pre-existing ones. 
Angiogenesis encompasses a multitude of cellular processes including 
polarized collective cell migration, proliferation, anastomosis and lumen 
formation. 

Mosaic labelling of ECs

Fluorescent live imaging using 
spinning disk confocal microscope

FACS of endothelial 
cells 

RNA sequencing 

Chemical biology

Genome editing
e.g.TALENs and Crispr/Cas9

Research Goals

The Laboratory for Vascular Morphogenesis aims to understand how 
endothelial cells make tubular blood vessels by:
i)   Investigating forces that regulate endothelial cell morphogenesis,
ii)  Investigating molecular and mechanicial regulation of endothelial cell 
     membrane plasticity, and
iii) Identifying new molecular regulators of blood vessel lumen formation and 
     maintenance.

Advanced fluorescent microscopy 
techniques e.g. FRAP, laser ablation

Experimental Approaches

We use the zebrafish as our main model organism and employ diverse 
methodologies to observe and investigate mechanisms regulating blood 
vessel development.

Transgenesis
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Okamoto et al. Nat Commun. (2016), Yoshiura et al. Dev. Cell (2012),  Shitamukai 

et al. J. Neurosci. (2011), Konno et al, Nat Cell Biol. (2008),  Oshiro et al. Nature (2000). 



　呼吸器形成研究チーム（Laboratory for Lung Development）は、呼
吸器を題材に、臓器の発生、再生、疾患の研究に取り組む研究室です。
私たちは特に発生後期～生後初期における臓器の成熟過程と、成体で
の組織損傷からの再生現象、病変を題材に個々の細胞の挙動と臓器の
構造に注目した研究に取り組んでいます。 

・リーダー    ：森本充 
・所属大学院：京都大学大学院　医学研究科 

 神戸大学大学院　理学研究科 
・連絡先         ：078-306-3199 
               　　　  mmorimoto@cdb.riken.jp 
・Web site: http://www.cdb.riken.jp/lungdev/ 

プロジェクト1 
発生後期における細胞の増殖、形態が臓器形態に与える影響の解析 
 発生後期~生後初期は臓器の機能獲得、成熟化のために重要な時期です。発生異常による疾
患の発症を理解するための有益な情報が隠されています。この時期の細胞の増殖、形態と臓
器の形態には密接な関わりがあります。また、発生後期の臓器形成と成体の組織再生との間
には幾つかの共通点があることが知られています。本プロジェクトでは、気管上皮をモデル
に発生後期の細胞レべルの振る舞いと、その分子メカニズム解明に取り組んでいます。 
 

プロジェクト2 
組織形態が幹細胞ニッチ形成に与える影響 
 最近の臓器形成研究の中でも特に注目されているのが、成体における組織幹細胞の研究で
す。呼吸器上皮の組織幹細胞に関する報告は数多く存在します。面白いことに、これら幹細
胞は特徴的な組織構造に沿って発見されることが多々あります。その場所は気管支の分岐点
の上や、細気管支と肺胞の狭間にあります。本プロジェクトでは、臓器の組織形態と幹細胞
ニッチの成り立ちについて研究しています。　　 

概要 概要

プロジェクト3 
“生まれる”ことが呼吸器の発達をうながす仕組みの研究 
 長い発生過程を経て構築された呼吸器は、出生後に吸気を取り込んで初めて機能しはじめ
ます。そして呼吸の開始によって肺組織はさらに発達を進めます。肺は出生を感知して呼吸
をはじめ、肺胞組織をさらに緻密な構造へ再構成します。出生後の肺胞形成の失敗は、新生
児の気管支肺異形成症(BPD)と密接な関わりがあります。本プロジェクトでは、出生後の肺
胞形成に異常を示す変異マウスを用いて、呼吸の開始が肺胞の再編制をうながすメカニズム
の解明を目指します。 

Cr-V1-P

Cr-V1-LMC

Cr-V1-LAPC

Web site: http://www.cdb.riken.jp/lungdev/

理化学研究所　多細胞システム形成研究センター　 

呼吸器形成研究チーム　
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